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7膀 胱三角部異常症の手術例

喜 一(京 大)

多田茂,杉 山

尿 失 禁 を主 訴 とす る高 度 の膀liJi三ffJlti「;異常症 覧,Sa-

mpson氏 法 を用1.・て 両 側 尿管 移 樒 術 を試 み て成 功 し

た症例に就 て報告 した.
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六車 勇二(府 大)

臨 床皮泌1G巻1号75頁 参照 ・

追加 後蔭薫(京 大)泌 尿紀要2巻1号(昭 和31年

1月 号)を 参照.

編 集 後 記

秋には例年の如 く西 部,東 部,中 部 と地方会が開 かれ,い ずれ も盛会 であつ た事は御同慶 の至 り

であ る。我 々が関係 した中部学会にては京大後藤助教授 「泌尿器 科X線 検査に於1ナる最近 の経験」,

三重大矢野教授 「尿路結石 に関す る二,三 の問題」,岐阜大近藤教授 「男子性 器結 核の研究⊥名市大

岡教授 「水腎の機能阪復にてい て(臨 床的考案)」 の四つ の特別講演が 行われ たが そのいずれ もが

直 剣な努力 を以 て為 されたる広 く深い研究であ り,真 に頭 の下が る想いが した.研 究 と云 うものは

実 にけわ しい路であ ると共に尊い もので ある事 を痛 感 した.地 方会 で然 も四題 も行つ たのは もつ た

いない様 であつたが,そ れ だけこの学会の意義 を重 くした ものであつた.講 演者 各位に深 く感 謝す

る.そ の他 各地か らの一般 演説 も夫 々感銘深い ものであつ た.尚 米 国留学 中の宮崎重君 の御 世話に

て借 りた学術映画 とバィエノし社の映画 も会 員を稗益す る所が大 きかつ た.懇 親会 も盛大 であ り,凡

ての点に於 て本学会を有意義に終了出来た事 は全 く諸方面のおかげであ る.次 回は大阪市 大が引受

け られ,次 々回は京都府大 と決定 した.

◇

若 し世界中が軍 備を全 く止め てその費用を掌問 の研究や人間の幸福のために使 うな らばい かに美

しい世界 とな るであろ5か.今 回の南極探検に世界各国が共同 して学問的研究を始め る事になつた

が,こ の様な仕事 こそ 人類が行 うべ きものである.世 界各国が 人類 の幸 脇のために協力 して為すべ

き仕事はた くさん ある筈で あるが,そ んな事を望むのは全 く夢 で あろ うか.日 本は貧乏国 である.

然 るに軍備に莫大 な予算を使 う.日 本が僅 かの軍備 を増 して も世界状 勢か ら見れば何の意味 もなか

ろ う.軍 備は最 少限に止 めて,国 の予算 は国民 の幸福や学問研究の ために向け られ るべ きである,

国民医療は好む と好 まざる とに抱 らず社会保険の方向に行 く.即 ち社 会保険は医療上極 めて重要な

地歩 を占める様にな る.そ れだ けに医療が学 間か ら離れ ては ならぬ.医 療 即ち祉会 保険 は学問 と益

々密接 に結びつ く必 要が ある.研 究面を含まない様な現在の社会保険は今 俵は変革 されねば な らぬ.

そのために も金が要 る.そ こで軍備に費す金が惜 しい.之 も夢物語 であ ろ うか.
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